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全体会合（2007 年 9 月 10 日）のまとめ
 
 
 
 

本日の全体会合では、限られた時間内で学生たちが延べ 40～50 時間ほどかけて編集作業して頂

いた 10 月 1 日の半田市市制 70 周年式典で流す映像をメンバー皆で確認しました。 
映像を見た後、ざっくばらんに感想、さらなるアイデア等を出し合いました。下記に、挙がった

意見・アイデアとともに、最終仕上げに向けての体制、スケジュール等を記載しています。 

１．議事メモ 
（１）最終仕上げの体制、スケジュールについて 
・ 最終版を市へ 9 月 18 日（火）か 19 日（水）あたりを目処に提出する。（※現段階の映像を吉川

さん経由で市に見て頂いて、秘書課の反応も加味しながら最終仕上げを進めていく） 
・ 事項の（２）に記載してある今回の話し合いを受けて再編集を長坂さん、河合さんを中心に学生

グループが行っていく。 
・ 同時進行で、ナレーション担当の榊原さんと学生グループとが連携して編集作業を行っていく。 
・ 日程的に再度全体会合を持つ機会が厳しいので、最終確認を吉川さんに一任することとなった。

（※市民側は吉川さん経由、学内は学生経由で、メンバーとの調整は随時図っていく） 
（２）挙がった意見・新たなアイデア等について 
・ 映像を流す前の司会者の紹介部分で、数十秒でいいので、今回のプロジェクトの概要を話しても

らったらどうか。 
・ 全体に映像のブレがあり、酔ってしまう。編集作業をすると、欲しい映像はわかるので、三脚を

使って、再度撮影したらどうか。 
・ 冒頭に、何のために製作した映像なのかわかるように、70 周年などのテロップを入れたらどうか。

・ 途中に「終わり」という映像が出てくるが、それはなくてもいいのはないか。 
・ 映像に出てくる球技場などテロップの場所の表示は、すべて正式名称を再確認する。 
・ 陸上大会の様子の映像は、人物が映っているので検討する必要がある。 
・ クラシティ半田のところで、はんだっ子をもう少し映したらどうか。商業施設の映像はどうか。 
・ ミツカンの中に、酒の文化館や酢の里が出てくるが、蔵のまちの方に入れたらどうか。また、観

光という視点で括ってはどうかというアイデアも出た。 
・ 南吉のところの生家と養家がごっちゃに出てくるので、しっかり分けた方がいいのではないか。

南吉の記念館の中の映像をもっと充実したらどうか。 
・ 現在の映像は、少し映像が飛びすぎて、ストーリー性が感じられないという意見が出た。また、

良さそうな映像が多いので、ナレーションしだいでストーリー性を出せるという意見も出た。 
・ 映像の切り替わりが早いので、もう少し、ゆっくりの流れにした方がいいのではないか。 
・ ふれあいプールのところは、環境センターの映像と結び付けて、環境に配慮して焼却熱を利用し

ていることを打ち出したい。 
・ 市民盆おどりのところで、クリーンボランティアの方々を映像で取り上げたらどうか。 
・ エンディングの市民協働の部分のテロップは、表現を吟味する必要がある。 
・ エンディングで、協力頂いた企業名（中埜酒造、中電碧南火力発電所など）を入れたらどうか。

また、ミツカンの映像は、企業 PR に見えたという意見もあり、エンディングでの紹介でどうか。

（３）はんだ山車まつり【10 月 6 日（土）、7 日（日）】の撮影について 
・ 市民の方々は、まつり当日スタッフ等で動かれているため、学生グループで撮影する。 
・ はんだ山車まつりの撮影のポイントは市民の方々から情報を頂く。（吉川さん経由で） 

（４）次回の全体会合 
・ １０月１６日（火）１４時～ 半田市市民交流センター（クラシティ半田） 

 中間報告（式典）までの振り返りと年度末の映像の作成に向けての話し合い 


